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船
舶

ア
ロ
リ
ス
ト
及
び
将
来
の

7
ロ
攻
撃
に
切
目
さ
れ
る
お
ぞ
れ
の
あ
る
物
資
の

に
従
事
せ
し
め
て
は
公
ら
な
い
二

と
い
う
こ
y
キ
断
ぷ
的
に
半
、
前
J
〆
て
い
る

ー寸
h
か
は
安
転
戸
一
事
会
次
謙
一
一
じ
二
一
じ
み
一
背
L
ご
白
門
司
氏
並
び
に
円
ヨ
船
舶

t ノ交
う］、ぴ
オ杭
ふ手
，＇；，撲

を為 や
が上
あ言」
）下

~｝； 

.r:,_ 

.cl. 

従
事
1ど

め

'・ 
場
ぷ斗
円

中
」
設
吋
家
は
u
川
目
別
的
活
置
の
対
象
y

な
る
一

戸傍円一－
M
刈
筆
者
追
む
」
レ

ま
た
、
こ
の
J

場
は
、
口
凶
船
舶
を
使
対
し
た
テ
ロ
リ
ス
ト
及
び
一
フ
口
湖
辿
物
長
斡
込
い
つ
い
7
L

旗
出
川
が
ぶ

託
し
し
い
な
い
場
人
ー
に
も
、
第
一
向
が
ん
で
の
よ
、
つ
な
乾
川
叫
に
明
達
す
る
船
舶
返
抗
告
青
判
事
↓
右
し
て
い

河
い
い
よ
Q
海
阻
止
の
対
象
と
な
る
し
〈
ず
る
。

k」

1' ~ 

当
該
船
川
山
は
前

冨
聞
及
び
多
判
山
取
極
め

し
か
し
な
が
ら
、

JK
保
阻
害
会
が
決
一
義

七

の山
T
C

を
混
じ
七
協
H

け
を
要
請
1
た
の
は
、

あ
く
ま
旬
、
ァ
日
日
品
主
犯
罪
ー
と
し
て
ド
内
法
「
倍
立
さ
せ
る
こ
l

＼
並
び
仁
司
法
元
防
及
川
リ
て
ァ
ロ

れ
ぬ
処
罰
な
円
に
関
す
る
巨
深
協
ハ
ハ
げ
の
川
正
送
等
ご
あ
り
、

そ
の
位
は
い
ず
れ
も
行
阿
国
内
問
出
に
属
す
る
事
瓜
で
あ
る
、

M
え
て
、
同

ノfヰ連什壮If乍政；＇,i；：＇君。））市助と｜川目 111丈〔

家
が
畝
奇
い

μ同
帆
町
私
？
寸
法
乞
ア
リ
リ
ス
ー
の
し
叩
迭
に
使
用
具
↓
み
た
シ
し
て
も

そ
の
行
為
の
三
で
直
ち
ト
公
海
上
に
所
J

に
す
る
い
如
航
を

問
一
一
内
世
制
措
U
H
L
m
対
象
！
と
す
る
よ
、
つ
な
女
保
理
事
ム
以
内
意
思
は
、
川
〆
な
く
と
も
決
議
一
一
じ
の
丈
坪
昨
釈
か
ら
は
読
み
恥
引
な

上
述
の
札
場
と
絵
似

ν
た
y
府
高
と
、
J

て
、
決
議
一
二
七
二
「
そ
の
日
明
行
を
各
国
に
要
望
〕
た
L
H

山
中
点
一
一

t
七
か
俣
拠
に
、

テ
ロ
り
ス

ト
及
び
手
口
悶
述
物
資
の
移
動
原
ぃ
l
b
V
4

的
〆
了
三
～
海
上
向
」
士
♂
忠
一
内
戎
ド
は
円
以
作
さ
れ
b
J

〆
一
寸
る
士
怯
が
あ
る

か
か
乙
土
十
慌
を
円
以

羽川

Lr
る
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
rヘ

－40
R
コヨ叩出）

は
、
「
決
一
市
一
一
〕
に
よ
コ
て
可
述
加
盟
ヨ
は
一
r
n
M
パ
ド
川
叫
｝
ご
寸
連
憲
ア
！
の

や
負
う
こ
と
か
ら
、
決
議
二
一
戸
＝
一
は
フ
ロ
判
述
物
資
輸
送
沼

d
の
た
め
の
法
的
恨
拠
を
構
成
す
る
J

よ
っ
て
、

一f
門
調
達
物
資
的
所
一

に
災

F
し
に
い
ア
却
と
の
妹
三
時
を
日
び
ゐ
船
舶
の
海
上
阿
川
汁
は
、
凶
連
憲
章
、
持
」
第
ぃ
章
h

の
J

久
保
理
事
た
の
決
定
に
に
う
、
同
込
山
思

（口
uym川
山
一
袖
比
羊
蓄
追
加
）
n

き
L

円
ソ
ピ
バ
イ
ヤ
ス

h
久木

τ
内
）
加
盟
M
刊
の
茂
務
の
選
ノ
行
で
あ
る
と
し
て
い
る

章
第

山、！
! 

円
二£

宮
、
も
、
流
義
二
一
七
二
パ
ブ
ケ
一
ブ
ブ

、b
）
項
の
一
テ
ロ
行
為
の
実
絡
を
山
山
川
す
る
た
め
に
必
安
な
手
段
を
一
詩
じ
る
へ
い
［
J

戸
｝
内
伶

」
と
い
う
L
X

百
に
注
汀
し
、
半
れ
川
一
設
は
、

フ
口
行
為
を
め
H

巳
炉
内
叩
口
内

ηめ川出切
h
h可
切
戸
内
JH）
η
E
J
H
V同
め
ぐ
勾
戸
戸
己
Jwm
の
O
何
回
ロ
ピ
切
巴

οロ
O
H
丈ば】円。
h
M
m
p
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二り

す
る
た
め
の
海
l
也
ム
や
開
示
的
に
長
権
し
と
｝
る
こ
叩
小
判
川
寸
る

ー）
h
d
｝
入
品

i
r
f
J
、

中
二
時
未
九
九
効
と
あ
っ

次山間一

二
一
〕
二
千
円
起
草
郎
竹
は
、

1ゴ

資
今

メ3
~ 
''J 
→人

め
年の
四河
月際
~ ,,,, 

羽凶

「 l
J ノJ

じを
発強
効り1:;
J ～す

ア~ 
丈、

夜〉

で戸、、
問

た
一
ア
ロ
ザ
ズ
ム
に
対
す
る
資
金
供
う
の
防
止
に
閣
ー
す
る
国
際
条
約
：
A

ヘ〉ハ、

の
速
や
ιηJ

な
締
結
を
ケ
骨
片
に
求

め
る
む
の
で
ふ
却
つ

つ
ま
り
、
次
ぷ

し
二
一
で
安
保
珂
事
会
が
袋
詰
し
ぐ
い
る
の
は
、
あ
く
ま
と
一
フ
ロ
行
為
伺
d
の
た
め
の
一
段

判
決
一
日
間
か
ら
は
可
ロ
対
策
海
L
m
J
H
活
設
l
l

い
う
包
別
具
体
的
な
泊
訟
の
宍
施
と
い
う
聡
務
純
菖
を
抗
期
M
刊
に
付
与

Jq
る
よ
う
な
じ
え
す
は
確
認
で
さ
な
い
。

t
m
J
7
〉
）
、

リ
七
μ
j
1
3！

わ

項

そ
の
他
の
関
連
久
川
内
軒
山
支
μ
決
議

＝
七
＝
以
外
の
な
保
科
事
ヘ
日
決
議
に
つ
？
檎
討
j
F
る
f

ま
す
、

地
球
M
純
む
の
努
力
」
ぞ
ん
E

召
し
、

次
L

円
、
決
談

渋
一
義
一
一
七
じ
ぺ
し
は

一
ア
口
リ
ズ
ム
と
戦
つ
た
め
の

一つL
V

さ

、

J勺
ぷ
一

決
議
二
九
り
で
は
、
ほ
ー
を
介
し
た
テ
ロ
リ
ス
k

及
び
一
7

日
開
通
物
資
の
輸
送
川
止
↑

一i
一
の
内
符
を
再
皮
引
凶

L
J
γ
ム
ω

次
に
、

七
七
六
で
l

汀
へ
保
川
内
事
余
は

有
志
定
ム
ロ
に
上
る
出
！
日

ι

昔、
h

リ！
h

円、

活
動
f
h

つ
い
て
の
説
ロ
ー
が
た
明
－
て
い

こ
れ
ら
の
高
決
誌
に
お
い
て
安
保
珂
守
会
は
、
け
際
一
ア
リ
リ
ス
ム
の
抑
H
f吃
び
実
’
刊
犯
の

処
罰
岩
戸
ト
的
ど

ν
九
／
村
主
九
四
問
問
の
中
世
J

叫
に
よ
る
悶
際
的
コ
ブ
ポ
レ
？
シ
ゴ
ン
ζ

、
凶
主
戸
［
u

単
及
び
村
際
け
は
じ
依
拠
し
た
山
中
て
絞
的
追

っ
包

rA的
γ
フ
円
チ
の
必
要
判
キ
汲
リ
返

L
強
調
し
て
い
る
c

こ
れ
ら
訪
抗
議
の
入
川
E
V釈
か
ら
は
、

C
M
F
を
中
レ
と
す
る
有
山
辿
山
門
前
回
に
よ
る
海
l
也
J
H
活
動
は
、

国
際
ワ

U
7
ズ
λ

州
止
を
υ
日
山
と
し
九
J

多
数
の
川
川
ト
よ
人
匂
貝
い
机
ご
あ
る
こ
と
、
及
、
U
安
保
団
内
事
会
は
か
か
る
口
鰍
を
五
位
し
て
い
る
二

と

ヴ（，,, 
' べ」
〆主

ア
ロ
ソ
ス
ト
の
移
お
問
止
と
の
閣
泌
を
有
す
る
F
忠
わ
れ
る
辿
の
「
仏
読
じ
て
安
保
弾
事
ん
h

が、ぱ

字、
n

ソ
ワ
守
、
、
、

一

c

，v

一
心
技
い
は
長
清
し
て
い
る
の
は
、
加
問
い
い
が

μ村
い
船
貯
を
T

ロ
リ
ス

P
Eび一ア
U

哨
州
連
物
資
輸
透
の
佐
川
に
用
い
る
こ
と
の
回
遊
と
厳
格

な
匡
持
管
制
叫
一
一
行
う
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
〈
よ
、
て
、

十
体
し
た
一
加
盟
匡
め
寸
一
一
ブ
ボ
レ
1
シ
ゴ
ン
」
は
、
安
保
押
事
会
の
安
治
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或
い
は
回
収
擦
に
ふ
る
海
卜
開

f
tノ
打
、
つ
｝
と
を
職
務
範
囲
こ

L
て
渇
制
ι
己
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
且
ん
に
は
判
断
で
き
な
し
c

以
し
の
検
討
の
川
和
来
、
河
速
す
る
安
保
理
宇

f
決
議
は
ア
口
付
策
巾
い
！
ド
い
し
止
活
勲
打

流
上
問
止
出
動
が
円
辿
海
上
川
止
出
勤
シ
一
川
桧
の
根
拠
を

h
ず
る

t
月
別
ー
す
る
ド
ド
は
、
,, 
'oム

t; 
rn 
重 L
・"'""・ ・r 

な u
Ii ベコ
iL ヤ
:f i草
ず コロ
也市0)

らで
なあ

テ
円
ト
刈
H
N

第

け
衛
権
れ
伎
と
P
W
ト
m
m
d活
動

fill 
'i' 

伝
統
的
海
段
以
凱
の
措
註
と
ぷ
え
4
C
O
D
－一
2
η
Z
3

JJI 

不
出
同
時
多
発
一
ア
口
問
札
予
ほ
、

日
家
に
よ
っ
て
だ
刊
さ
れ
た
弐
リ
攻
撃
寸
は
な
か
コ
た
が
、

h
i
際
什
九
日
に
対
し
匡
川
知
子
ロ
レ
い

た
な
必
門
威
を
放
く
U
N

附
設
さ
什
一
る
も
の
で
あ
っ

同
家
に
よ
る
比
刀
次
官
斗
が
生
起
L
な
U
れ
ば
じ
衛
仏
仰
の
綬

mは
不
可
能
で
あ

ハ
札
束
、

ノfヰ連什壮If乍政：＇，！：：＇君。））市助と｜川目＇＜：丈〔

る？と

1
つ
見
鮮
が
支
配
的
で
あ
っ

ーしか。し、

ア
ル
ガ
イ
ザ
シ
い
う
私
人
の
集
匡
に
工
二
ー
、
実
行
さ
れ
た
本
匡
同
時
多
発
一
ワ
口
攻

持
は
、
国
J

わ
れ
に
よ
る
武
力
攻
持
J
L
P

阿
古
の
と
度
及
び
山
内
皮
ふ
れ
ム
吋
て
い
ー
も
の
と
、

命

、

手

i

、A
C
h
υ

’｝い

1
4
戸、が

i
ぬ

住
か
一
行
使
？
ぷ
f

心
。
一
軍
一
日
一
円
当
時
、

Y
7
ノ
ガ
一
一
ス
夕
、
〆
心
事
実
ー
の
け
以
府
ご
も
っ
一
人
タ
リ
パ
ン
北
地
u

は
、
同
政
権
が
支
配
す
る

国
関
口
川
内
に
本
拠
を
有
す
る
ア
ル
‘
カ
イ
ダ
の
も
存
会
」
行
J

れ
す
る
と
と
も
に
、
ベ
出
域
内
に
川
川
ι
1
7勾一
7

日
リ
ス
ト
の
引
波
し
沿

ν
く
は
灯
、

り
符
ま
り
弘
一
ヲ
仁
つ
い
ご
ん
で
、

5
Vど
果
た
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
K

J

C

L

h

j

て
、
「
安
保
到
喜
一
会
決
一
一
献
一

六
人
法
ぴ

〕

二

斗

l
供

国
連
告
平
に
は
叶
吉
い
の
権
利
た
る
－
寸
先
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
ど
へ
を
昨
認
す
る
の
み
一
ド
と
ど
ま
る
一
？
こ
、
上
張
ず
る
止
場
が
存

介
状

L
7フ
匂

h
バ

さ
ら
み
匂
9
Q
7
U
攻
撃
を
均

H
す
る
た
的
、

ア
ル
・
カ
イ
ダ
の
御
山
攻
教
の

時
と
し
↑
、
タ
パ
、
／
政
怪
に
礼
し
米
英

川
円
辿
を
は
じ
め
L
L
一↑9
L凶
際
H
ね
ん
以
は
そ
れ
寺
本
木
的
に
支
抗
予
る
力
、

反
対
は
し
て
い
な
治
っ
た
よ
う
い
取
わ
れ
る
。

が
え
ハ
ベ
行
川
慣
を
行
っ
た
F

一
と
に
コ
言
、

ιし
く
は
少
な
＼
と
も

ひ
ι
F
の
ム
十
時
凶
が
何
し
深
約
式
力
紛
f
v
d

片
山
議
当
す
る
の
か
と
い
っ
ヘ
明
白
に
つ
い
て
は
別

途
検
討
が
い
川
辺
ず
あ
る
が
、

本
L
ん
に
ヒ
る
U

刈
ア
ァ
ガ
一
一
人
タ
ン
向
術
権
行
使
が
h
m寸
前
弐
川
一
九
制
下
状
院
を
牛
じ
せ

少
な
く
と
も
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ぞ
れ
が
継
続
し
て
い
た
期
日
刊
は
武
わ
け
紛
？
法
ア
適
用
さ
れ
る
十
日
一
訟
で
あ
一
っ
た
こ
ご
に
は
、

は
ほ
疑
問
の
余
｝

ι？
な
辺

hL
苅
中
工
ん
し
点
、
つ
「

公
海
ヒ
－
L
所
仕
す
る
川
市
オ
船
舶
の
む
オ
は

武
力
紛
争
状
悲
の
内
在
し
な
い
状
山
司
、
ー
で
は

で戸、、
問

行
生
や
海
洋
次
の
釘
規
則
煩
が
定
め
る
場
人
川
に
限
定
ろ
れ
る
ラ
悩
U
A
C

、

h

J

J
サ
ヘ
J
」

C
f
H
h
i
 

氏
刀
紛
争
状
を
い
お
い
て
は
、

対
し
に
も
非
常
い
出
広
い

1
捗
の
日
川
世
が
認
め
ら
れ
乞
お
り

か
か

ω
池
内
rh為
を
悲
律
す
る
の
が
戸
川
戦
法
就

、

主々

C
！
吋
コ
コ
ニ

示
、
之
江
ι

主化一

プ志
、ー

あ

注
川
内
が
原
則
と
1J
て
ー
ハ
ん
し
道
回
以
域
内
で
拘
わ
れ
る
の
い
対
L
V｛
、
海
叫
ん
ー
は
物
資
輸
込
の
ハ
ィ
ウ
f

！
と
lJ
て
Mmnru会
に
と
っ
て
止

宇
、
な
公
共
則
的
内
泊
を
有
す
る
海
と
い
う
場
所
い
一
て
戦
わ
れ
ふ
「
こ
の
た
め
、

し
ば
し
ば
ド
際
判
ム
一
が
叶
八
日
地
の
ね
勺
い
を
右
す

年
ゆ
い

νゐ
J

向、

Y
4
b
 

る
海
交
活
に
f
へ
き
な
影
響
を
止
一
は
j
ご
レ
が
め
り
、

こ
の
点
か
ら
、
応
戦
に
お
レ
て
は
、
交
戦
阿
川
の
敵
対

h
H
A
の
刻
律
止
び
交
戦

回
戦
配
口
的
人
山
的
取
拘
い
に
加
、
ヌ
て
、
中
ヶ
川
の
述
高
山
同
詳
の
け
比
リ
什
号
重
カ
人
き
れ
が
尚
昆
と
な
る

に
山
按
占
有
PJ

加

ν
な
い
中
立
国
内
権
利
に
片
す
る
配
慮
？
と
い
、
、
同
町
叫
が
4
じ、

t
j
ご

t
g乃
f
え
か
ら
二

ヰ
；
一
戸
λ
1
0
4
4ん
レ

J
U

F

〕
札
は
、
段
戦
と
更
な
る
占
一
停
戦
の
犯
ν
だ
J

た
特
俄
で
あ
る
ハ

そ
工
、
、
父
戦
闘
卜
r
J
T
J｛
川
門
的
反
主
の
お
立
ゲ
る
権
利
を
調
整
す
る
た
め
に
、
海
戦
正
規
に
お
い
て
は
海
上
将
司
戦

仁
閲
す
る
諸
規
則
と
い
う
似
門
の
L
ケ
平
ゴ
い

7

が
交
U
M子
三
、
き
た
こ

内

J
4
0コ
。
ロ
戸
完

名門戸内｛門戸内（

p
r

海
！
経
済
戦
芯
置
に
は
上
に
封
鎖

I
f

捕
獲

が
あ
る
バ
こ
れ
ム
の
う
ち
、
ま
ザ
封
鎖
ど
は
、
J

ぺ
諸
説
ぴ

貨
物
の
タ

f
ブ
を
間
わ
す
港
湾
斗
τに
出
入
り
す
る
九
ふ
f

情
的
を
温
止
す
A
V

た
め
に
、
対
象
川
崎
J

の
沿
岸
ド
苧
樹
立
び
そ
の
仙
仙
の
子
授
を

川
U

て一？
M
t
記
さ
れ
る
う
ち
の
ご
あ
り
、
判
山
鎖
？
九
絞
を
試
み

ω
船
的
（
ア
一
三
ア
肺
門
一

3
5
5
1
は
交
攻
川
町
民
い
は
中
立
川
の
も
の
を
河
わ
ず

約
経
は
さ
れ

こ
の
よ
う
に
、
封
組
内

H
的
は
対
え
’
地
域
へ
の
泊
交
通
の
ん
面
的
な
主
附
で
あ
り
、
そ
れ
い
以
じ
、
約
獲
よ
り
点
遥
か
v

円
、
強
心
な
拾
宣
で
あ
る
と
一
行
ズ
Q
O

次
に
、
捕
獲
と
は
、

中
立
医
の
恥
舵
を
宇
崎
市
1
、

に
は
弐
ん
紛
争
吋
に
い
日
い
て
父
常
利
丹
市
粧
が
海
ヤ
士
、
お
い
て
数
料
宇

治
体
ま
た
は
積
仰
や
広
mup寸
ナ

UTO苦
悩
て
没
収
す
る
こ
と
を
い
う
J

掠
得
心
対
象
は
、

｝
品
川
以
レ
し
て
敵

凶千世
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国
高
川
知
及
び
敵
岡
崎
船
内
に
あ
る
紋
…
町
民
に
以
ら
れ
、
敵
国
船
削
川
川
に
あ
る
出

υ
貨
及
び
…
二
引
っ
川
リ
叶
船
内
じ
あ
る
い
似
賃
改
ぴ
…
立
店
員
は
、

戦
時
託
制
一
品
百
三
E

－vN
2
2
正
当
ミ
で
な
い
張
り
は
捕
彼
〆
え
な
い
と
主
れ
仁
い
た
（
）

さ
ム
に
、
交
戦
ヨ
半
温
は
、
A

芋
捕
／

r
2
2
J
 

,, 
中
~ 

（

4
2
2
C
 
の
ナ
め
の
停
拾
を
ま
求

L
た
対
象
が
阪
川
川
向
船

ε

？
さ
な
い
～
〉

あ
什
た
場
へ
い
も
、

当
該
f

附
田
商
船
一
刀
心
船
命
令
み
一
栴
九
州
、
ノ
＼
ハ
J

J

一u
L若
し
く
は
凡
閣
改
及
ひ
伐
よ
？
に
夜
叩
約
い
抵
抗
す
る
場
合
を
治
台
、
ま

す
乗
客
、
船
員
及
び
船
的
言
類
を
法
人
ヱ
な
場
一
引
に
宣
く
の
む
な
け
れ
ば
、
当
該
隊
問
λ

同
船
の
破
取
は
パ
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
川

な
お
、

ィ
ポ
宮
高
山
脈
に
対
し
て
は
市
以
及
び
A
V
T
糸
を
古
略
し
、

の
見
解
ゼ
引
す

未
刊
は
、

直
ち
に
2

J

約
判
能
で
あ
る
と
い

他
ん
で
、
賀
市
伏
理
卓
会
決
議
に
よ
る
強
紅
措
査
だ
M
M
U

の
決
で
な
き
限
り
、

μ統
的
中
立
法
の
？
は
巾

υ
匡
が
匡
家
レ
し
し
て
弐
リ
紛

争
ψ
J
F
Eに
戦
中
間
出
物
資
一

E
H
E
2
2
0
n
r
p）
を
仏
給

L
て
は
な
ら
な
い
レ
さ
れ
て
い
る
c

そ
の
一
与
で
、
中
立
図
的
私
人
か
い
ん
力

ノfヰ連什壮If乍政：＇，！：：＇君。））市助と｜川目，，，丈〔

紛
争
当
芋
川
へ
向
け
て
戦
争
関
連
物
資
を
輪
山
氏
い
い
輸
送
す
る
こ
と
は
山
山
で
あ
り
、

中
山
一
円
も
私
へ
の
そ
う
し
人
γ
行
動
を

_, 
ノc-
-' 

以
上
が
海
上
呪
済
戦
に
問
わ
る
い
税
同
海
戦
伝
対
的
概
裂
で
あ
る
リ
そ
れ
で
は
、
山

取
り
締
J

ま
り
な
く
て
も
ぷ
い
？
と
さ
引

1ぇ
；立

同
汁

λ
戦
以
降
戦
わ
れ
た
海
戦
の
国
家
実
行
か
ふ
り
は

引
い
叩
訂
サ
ヘ
ホ

L
f
 

才
「
l

、
J

ヲ
ハ
》
の
か
v

第
コ
今
回
船
納
＼
の
持
置
が
大
規
模
に
兄
ム
れ
た
出
来
戦
争
、
印
パ
戦
才
及
び
イ
ブ
ン
・
ィ
う
ん
／
山
川
カ
i
J

で
は
、
制
笈
権
行
貨
は
戦
時
の

例
え
ば
、
人
斗
九
J

交
戦
司
の
な
い
T
ゐ
ノ
打
為
て
あ
る

般
的
に
認
識
さ
九

l
j

汁ヨ？一、
1
l
 イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
？
に
お
い
て
は
、

ー白川戦

刊
行

Am況
は
伝
統
的
に
中
リ

に
品
一
時
禁
叩
川
品
を
提
供
す
る
た
め
に
用
い
ム
れ
て
い
な
い
か
を
昨
叩
必
ず
る
住
利
を
父
一
一
付
に
μ
1

に
、
大
多
数
の
同
は
、
岡
山
図
的
川
が
摘
結
の
対
九
下
水
と
な
っ
た
際
に
、
イ
ラ
ン
が
与
泊
し
た
川
知
一
川
州
舶
に

対
ず
る
海
妊
治
訟
の
品
川
山
台
Z
承
認
、
戎
い
は
、
少
な
く
と
も
山
黙
認
し
て
い
た
よ
、
つ
い
見
＝
又
け
ら
れ
る
u

ま
た
、
安
保
何
事
会
点
、
父

り
し
に
い
る
一
と
し
た

山
梨
冨
が
け
同
恥
に
刈
ず
る
保
差
別
攻
撃
を
／
り
3

権
利
ま
と
は
有
さ
な
い
と

L
な
が
ら
も
、

仁
い
筑
前
中
山
法
の
ん
行
J

作
仁
つ
い
て
は
円
滑
べ
不
的
に

〈
こ
れ
ト
り
の
事
列
は
、

E
注
意
～
｝
ト
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
半
実
」
の
川
問
中
（
与

γ

山川定

L
花
か
っ

右
民
一

一、コ、
ι

戸に！
υ

u
v
Jイ
｝
マ
一
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乙
し
ご
交
戦
同
～
J

仁
仏
以
択
的
年
戦
川
け
い
制
汎
の
ト
で
の
海
上
経
抗
戦
伊
町
一
旦
甫
を
字
、
施

L
刊
行
片
る
こ
一
合
一
小
峻
す
一
む
も
の

,:s 

必
え

同
際
司

法
訟
は
所
（

I
ι
J）
も
、
彼
氏
諒
情
時
a

、
忠
則
引
の
ム
川
弘
件
の
日
断
に
同
す
る
勤
可
的
意
見
（

i
hん
4
八
ハ
ワ
亡
月
八
日
）
に
お
い
て
、

で戸、、
問

中
止
に
河
す
る
規
制
は
人
去
に
河
す
る
判
中
則
、
〆
品
川
訟
に

um
も
北
本
的
な
規
別
で
あ
り
、

如
何
な
る
久
忠
が
ハ
川
市
さ
れ
γ
寸
っ
と
も
中

v
法

は
心
T
て
の
武
力
紛
争
ド
沼
市
送
れ
る
y
し
て
い

こ
の
よ
う
に
、

現
代
に
お
い
て
h
伝
絡
的
海
戦
法
服
は
そ
の
対
h
ハ
ベ
を
尖
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
必
い
U

し
か
し
な
が
ら
、
近
作
汁
て
は

比
十
一
り
司
令
ょ
と
き

3
2門）
が
存
在
し
な
い
状
川
下
い
お
い
て
山
内
絡
を
似
仰
と
す
る
’
W

川
れ
叶
山
、
措
置
J

人
泊
予
従
凶
」
れ
も
公
扶
4

と
よ
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
勺
仁
き
と
い
る

」

zλ
ド
ん
、

か
か
る
混
在
に
ぶ
い
て
、
第
＝

E
高
恥
へ
の
措
査
の
長
μ
m
I

じ
っ
き
、
伝
統
杭
泌
一
円

法
沼
の
い
ー
で
戦
わ
れ
た
A

一
山
刀
紛
争
レ
f

一
以
異
な
る
見
解
及
び
実
行
が
＋
、
山
積
さ
れ
つ
つ
め
る
よ
う
に
見
一
、
父
け
ら
れ
ふ
そ
し
て
、
そ
の
よ
、
っ

J
H
h
f
J
河
と
し
て
は
、

f
ブ
～
J

・
イ
ラ
ク
柿
一
戸
日
時
の
九
ー
、
六
年
、
主
一
川
氏
船
～
ぎ
か
雪
コ

4
5へ
い
が
公
海
上
に
ご
イ
ラ
ン
海
軍
に
よ
り
停

加
さ
せ
ら
引
山
拾
い
を
受
汁
い
と
ポ
象
古
踏
ま
之
、

英
同
外
務
声
が
一
発
表
？
三
J

声
明
が
一
円
口
註
さ
れ
る

実
例
外
治
省
は
、

武
力
紛
下
当
事
同

い
よ
る
店
街
権
を
技
用
、
工
、
の
丘
一
二

H
船
相
へ
の
株
置
の
ふ
古
川
に
〉
き
、
ま
ず
、
公
海
L
L

の
弧
行
じ
山
原
則
へ
の
よ
什
い
い
を
表
明
J

、

の
上
で
「
判
述
意
肯
第
五
条
ト
ム
＼
イ
ラ
／
の
よ
う
に
武
ん
紛
？
に
関
与
す
る
阿
奈
は
、
外
川
門
付
船
が
紛
俗
仁
お
い
て
利
加
さ
れ
る

で
あ
ろ
ゐ
武
博

5
5
三

を
散
ョ
じ
選
ん
で
い
る
と
疑
へ
に
vt
リ
る
合
恵
的
主
桜
拡
が
あ
る
山
崎
ふ
円
に
は
、
珂
F

匂
の
権
利
で
あ
る

て
当
該
外
山
川
制
的
を
停
船
さ
せ
授
在
す
る
潅
向
付
や
よ
ゴ
ベ
こ
の
住
利
は
、

2
2宝
E
R
L
2丈
一
〕
二
、
あ
る

~· 

h
一
い
、
染
問
、
と
川
川
い
怖
い
よ
寸
ラ
／
ダ
も
、
「
同
際
法

2
1
1父
説
凶
は
他
円
六
人
誌
同
の
叶
心
＼
川
三
品
ぴ
寸
干
）
カ
り
の
船
舶
の
航
行
を
叫
唄

γ

る
仙
晋
を
と
る
ご
と
が
で
き
る
。

戸
一
山
一
回
明
斗
は

必
然
的
に
対
象
胎
伯
の
約
M
円
で
あ
る
第
一
川
刊
の
権
利
ト
ド
バ
W
M
菅
ォ
。

と
主
張
し
て
川

古
川
向
山
惟
行
伎
い
よ
る
第
一
店
が
粧
へ
の
措
設
は
あ
く
ま
む

3
2
H
V
E
E
r戸
m
p
rあ
る
こ
と
か
ら
、
ー
払
抗
的
一
時
税
法
制
の
ー
で
の
海

:Pi<；.、法学） (i2 •232 ：）＂日〆.2ill2. 7 .I 
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卜
は
寸
占
込
山
戦
措
置
の
最
大
限
の
日
系
刷
ま
で
が
司
従

c
れ
る
こ
い
つ
わ
け
C
は
な
い
J

夜
聞
に
、

り少、同は、

1
－
海
判
い
行
使
に
よ
乙
拘
l
経
治

戦
の
山
r
J

南
に
コ
い
こ
、

外
ヨ
＋
凶
紛
が
刈
叶
争
ョ
権
r
わ
刊
に
よ
る
臨
リ
続
投
ぴ
町
民
？
で
け
い
刈
勺
ふ
と
な
る
の
は
半
i

一
一
詰
…
伺
肌
仰
が
い
民
間
及
び
地
事
ヨ
物
資
を
的

法
〕
、
い
る
場
九
川
仁
限
定
さ
れ
、

υ目
ノ
忙
掛
な
校
時
世
iA

部
品
寸
ス
ト
を
作
成

L
、
匁
話
内
じ
招
待
～
濯
を
行
使
す
る
F

よ
ま
で

ご
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

え
ら
に
、
海
上
符
沼
山
叫
内
…
一
位
百
支
摘
の
川
週
初
肝
靴
型

ι、
円
売
権
行
以
に
司
わ
る
必
要
性
い
え
び
均
街

年
原
川
に
支
配
さ
れ
た
。
氏
支
ば
、
フ
ォ
ー
ク
ブ
ン
ド
戦
争
で
長
U
刊
は
、
ア
正
判
u吻
と
あ
っ
た
ブ
十

l
ク
ラ
ン
ド
一
一
出
川
辺
海
域
か
り
坦
！
万

の
北
i

十
へ
岡
洋
及

ufん市
rr海
域
で
パ
丸
川
ん
さ
れ
た
ア
ル
ゼ
ン
ィ
ナ
〆
に
仕
向
け
ら
れ
た
貨
物
を
愉
長
す
る
旅
（
一
利
一
フ
ラ
こ
と
ー
同
一
一
に
ワ

L
て
は

犯
の
措
覧
手
と
る
こ
と
な
く
は
由
航
れ
存
一
計
宗

こ
の
工
、
つ
な
第
＝
巨
＋
付
加
は
、
少

伝
統
的
海
戦
法
規
の
で
は

ノfヰ連什壮If乍政：＇，！：：＇君。））市助と｜川目，，，丈〔

止
へ
凶
は
主
戦
場
か
ら
遠
方
で
発
見
3
れ
ん
第
＝
巨
商
献
を
阻
止
す
る
こ
と

は
必
要
性
せ
び
均
衡
性
に
読
み
出
新
で
あ
マ
ム
ω
と
判
断
し
、

μ
い
ぬ
権
行
使
に
」
三
情
崖
の
範
出
外
と
し
た
も
の
と
佐
認
さ
れ
る
。
ま
れ
、

な
く
レ

Jul父
戦
阿
仁
よ
る
擁
獲
権
打
使
の
刈
象
と
な
る
が
、

戸
ト
国
加
川
加
に
よ
る
向
上
輸
送
Jr阻
害
う
れ
る
第
二
同
の
立
持
に
立
っ
と
、

r
「
該
ι
一
一
＝
因
子
店
内
権
を
行
悦
ぶ
、
い
る
悶
が
遺
伝
な
武
力

よ
る
紙
引
と
な
勺
て
い
る
と
い
う
d
識
か
共
有
－

L
い
な
い
以
ペ
り
、
山
国
粉
羽
仁
村
一
す
る
｝
十
字
？
を
交
万
一
す
る
必
然
院
は
と
ド
も

の
と
老
ご
え
乙
で
あ
ろ
う
F

」

ζ

は

般
的
に
は
ペ
L
｛
疋
さ
れ
な
い
c

武
力
、
紛
／
u
h
寸
刈
が
ノ
わ
う

U
庄
日
刊
訂
明
仁
一
か
る
お
一
寸
船
舶
へ
の
…
日
置
は
、

こ
の
よ
ミ
ノ
に
、
寸
辿
再
出
向
下
の

バー、＋
l

品、

一
司
郎

Mmを
汎
止
し
す
る
必
中
久
性
や

実
泌
に
r

ら
れ
る
拾
出
の
巧
術
性
向
J
U
叫一深
3
れ
、
い
る
こ
と

な
ム
Q

J

つ
ま
り
、
司
払
い
出
世
辱
一
M
m
L

よ
る
治
山
一
船
舶
へ
の
川
河
伍
は
伝
統
的
況
没
法
規
の
山
首
刊
あ
る
捕
品
民
権
行
犯
や
刻
鎖
レ
一
フ
ケ
一
一
カ
ル
な
レ
ベ
ル
ご
は
M
円
い
い
慌
で
あ
っ

た
し
〈
し
て
点
、
干
の
許
行
主
は
自
伝
治

fh仕
の
λ

た
め
の
必
要
内
的
、

vJ筒
注
に
基
づ
き
担
対
的
に
し
い
Y
4
7
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
U

日
本
の
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
ゐ
以
外
利
平
川
恒
法
寸
の
ほ
一
輸
送
の
規
制
に
持
す
る

ι作

粉
、
月
規
引

な
お
、

こ
の
出
d

円、つ一三＼

ド
hM

六
年
六
月
八
日
法
仔
治

ム
ハ
「
す
〕

で
は
、

A
R
円ht
し
て
心
安
保
邸
内
字
会
也
氏
以
が
派
『
仇
さ
れ
な
い
u明
会
て
の
弟
＝
刊

ιL 
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船
舶
に
討
す
る
梓
川
区
石
川
加
や
、
且
ハ
休
的
吐
己
也
〆
了
二
、
船
体
に
品
川
す
る
討
整
片
J

も
析
パ
（
比
さ
れ
て
い
る
c

海
上
輸
ム
規
制
法
が
刻
K
す
る
二

れ
ら
の
や
い
直
尖
出
は
r
J
5
R
院
が
校
拠
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

m
E
4
5
2
L
2
m
T
で
あ
る
つ
密
枯
れ
か
ャ
に
よ

で戸、、
問

フ

ω
海
ト
L

叉
引
併
殺
に
つ
い
－
、
は
長
国
の
、
一
下
張
乙
川
採
で
あ
る
こ
刊
何
で
き
る
J

司
法
は
」
E

Eた
え
守
主
の
変
化
リ
右

ν
く
は
山
中
す
訟
の
現

伏
を
ν与
忠
に
人
れ
仁
夜
定
さ
れ
た
と
い
う
も
の
ご
は
な
い
が
、
阿
街
権
行
円
以
に
よ
る
海
L
し
符
済
弐
措
置
の

P
4
h
r
う
き
結
果
と
し
て
英

閉
山
の
主
張
と
州
様
で
あ
る
と
い
う
こ
t
t
は
、
無
況
で
さ
る
も
の
じ
は
な
い
川

JJI 

刈
ア
フ
万
一
一
ス
タ
J

武
力
行
伎
紋
続
中
の
命
一
一
似
止
活
動

不
出
同
時
多
発
一
ア
ロ
収
？
の
安
打
犯
ー
と
さ
れ
た
ア
ル
・
カ
〆
グ
ー
と
ア
ァ
ガ
二
人
タ
ン
殴
的

タ

η
パ
ン
政
粍
）

と
の
胤
げ
？
な
川
以

コ
1
1
5
〉
〉
し
、
v

Q

i

；一、

m
p
J
J
J
一l吋
α
F
J
4

さ
ご
F
ト

犯
に
し
r
ぶ
べ
き
子
段
な
さ
川
崎
ム
3

に
は
、
米
茂
に
よ
る
対
ア
プ
ガ
一
一
ス
ア
シ
軍
事
抗
戦
を
向
衛
権
行
使
に
よ

り
一
本
寸
化
オ
マ
九
州
二
と
は
ん
小
川
町
品
目
で
は
な

E
t店
主
～
半
で
は
、
式
力
柑
争
中
に
人
お
り
る
当
事
同
と
第
一
回
と
の
法
的
関
係

他
方
で
、

も
げ
明
陵
町
叩
な
も
の
と
な
J

ご
き
こ
い
る

十

1
1
1

L
J
1
l
 

海
上
l
お
け
る
武
力
行
伐
と
の
問
遣
で
は
、

光町山

γ
f
よ
う
に
、
六
人
科
一
同
に
よ
る

諮
問
船
に
叫
す
る
措
置
ド
～
施
ば
悶
速
一
一
一
古
品
川
丘
一
呉
に
再
片
山
智
大
〉
三
げ
る
こ
と
と

ソ
匂
。
さ
ら
に
、

四
品
配
忙
の
武
力
紛
争
に
お
い
て
も
土
ー

す
は
お
い
刊
に
一
っ
と
義
務
J

川
な
す
場
む
は
士
く
、
安
保
問
－
U
会
決
ぷ
に
よ
る
強
制
村
両
実
施
の
J
日
記
な
き
限
り
、

一立

す
場
手
漂
い
れ
す
る
こ
と
が
で

3
る
ご
こ
れ
γ）
の
円
、
事
一
路
ま
え
、

ぬ
一
判
は
ー
一
…
い
の

船
舶
へ
の
設
置
実
施
の
え
め
に
は
、

沢
民
に
E
る
対
7
ノ
プ
ガ
ニ
ス
夕
、
〆
氏
ト
ツ
し
快
問
調
山
に
お
け
る
お
＝
寸

ま
ず
米
司
へ
の
武
力
次
予
を
同
連
憲
治
に
沢
白
ず
る
国
際
的
な
退
法
行
為
と
し
て
捉
え
、
そ
の
上

c、
治
山
一
船
舶
の
運
坑
が
，
ト
回
JLγ

攻
撃
し
た
ア
ブ
ガ
ニ
ス
タ
ノ
へ
の
支
援
会
一
構
成
し
て
い
る
；
か
、
点
い
は
、
少
な
〈

t
’b
武
力
紛
争

川市
μ
m凹
J
刈
辿
し
と
ノ
れ
討
を
椛
成
一
？
る
て
と
い
md
必
変
じ
あ
る
L
K
思
料
九
一
八
一
る

し
て
そ
の
一
湯
h
u

へ
の
対
芯
と
し
て
は

μ

衛
権
疋
び
対
抗
川
町
晋

（g
r
E
m片岡
H
5
2
5と
が
F
r
e
i
仕
す
る
、
こ
れ
ら
の
っ
ち
、
対
仇
情
説
と
は
伝
統
的
ケ
促
I

汎

q
2
v
E己
主

枕
さ
れ
て
い
わ
も
の

現
内
で
は
第
一
一

h
に
対
L
C指

ιす
る
二
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る

Y

〔じ
k

円

11一
匡｛

k
R仔
条
丈
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国
連
意
向
中
治

条
四
百
一
引
に
述
山
口
す
る
武

hy行
ト
士
会
伴
、
つ
だ
い
山
拾
青
は
だ
↑
さ
れ
て
い

ヨ
連
海
且
下
で
戦
わ
れ
る
武
ん
紛
予
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
海
戦
法
北
上
の
や
匝
た
る
封
鎖
や
捕
後
の
ょ
っ
ド
、
武
ト
ル
紛
ヰ
ィ
一
事
立
↓
－
で

は
な
い
A

場

一
刊
の
権
利
手
侵
立
す
る
行
為
は
斗
街
権
ノ
七
百
と
レ
て
は
許
、
合
さ
れ
な
い
し
一
す
る
見
解
が
行
ん
刊
す

こ
の
点
に
つ
之
、
司

｛
す
民
午J
条
文
第
一
条
の
ゴ
メ
ン
h
y
川j
ノi
は
、
被
侵
害
国
の
同
誌
権
行
校
は
仙
即
刻
と
し
て
侵
害
凶
川
に
指
り
5
九
る
べ
き
b
の
と
し
な
が

レフ

' ひ

あ
る
特
疋
の
状
況
に
お
い
ー
は

そ
う
で
あ
る
な
ら

山
口
市
権
ノ
イ
伎
が
第

凶
に
及
ぼ
す
民
箆
円
寺
市

λ
＋
に
は
れ
U
Jて
し
て
い

ば
、
米
共
に
よ
る
刻
F

ア
力

一ス
h
V

〆
〆
武
力
ノ
什
h
h
仏
門
ぷ
符
枕
し
て
い
た
駒
山
中
に
お
け
ゐ
tH尚
権
行
使
に
よ
ゐ
第
＝

E
恥
船
内
対
山
U

は
、
ア
ソ
ガ
ニ
ス
タ
ン

（
タ
リ
パ
J

政
権
）
或
い
は
ア
ル
島
、
ワ
J

ダ
が
行
、
っ
迫
法
な
式
刀
攻
撃
へ
の
加
刊
に
対
応
す
る
拾
晋
「
L

し
て
、

必
要
性
υ
札
口
均
向
性
の
範
囲
内
で
か
？
q
じ
て
正
当
化
さ
れ
と
り
能
性
ト
J
U
汁
古
し
得
4
u
し
か
し
な
が
ら
そ
の
喝
き
ず
も
、
引
率
ア
市
川
初
資

ノfヰ連什壮If乍政：＇，！：：＇君。））市助と｜川目，，，丈〔

を
九
日
む
と
は
い
え
、
事
象
と
し
て
は
中
な
ゐ
物
資
輸
送
！
と
い
う
そ
れ
同
体
は
式
力
行
使
？
代
々
攻
撃
に
該
当
し
な
い
J

れ
為
に
従
事
し
一
、

U

る
に
ず
「
さ
な
い
第
一
閃
絵
絹
が
、
当
斗
川
輸
去
の
主
誌
に
よ
り
利
j
j
u武
力
紛
争
い
つ
事
凶
の
武
々
紛
争
い
試
行
？
と
の
送
開
を
有
す
Q

トy
－
r

こ
と
は
百
易
ご
は
な
い
も
の

F
M思
料
さ
れ

久

τ」J
いい、

ア
ワ
汀
一
一
ス
タ
ン
へ
の
？
ロ
リ
ス
ト
或
い
は
テ
口
問
速
物
資
輸
送
が

民
間
同
商
船
に
よ
り
石
泊
さ
れ
た
場
介
、
か
か
る
私
人
の
行
為
を
凶
に
帰
属
せ
し
め
る
こ
と
が
可
祐
三
J

あ
る
の
か
と
い
う
凶
務
な
問
泣
い
J

別
途
残
存
す
る
｝
υ円
借
権
打
法
に
よ
る
汁
第

(<) 

；~ 

一－司ーハ山口一」一円山一川辺苛ハリ

ー
ー
よ

4
J
k
l

、

1支

一
フ
口
対
議
海
上
向

H
治
訪
の
当
事
同
は
、
刊
誌
権
一
行
使
に
よ
る
対
第

凶
船
舶
へ
の
浩
組
仁
つ
主
川
市
J

な
る
制
止
酬
を
有

言、

1
f
ーすて

d
J
d
v

、ft

し
て
い
た
の
治
n

ま
す
、
米
田
は
、
川
山
d
の
根
拠
と
し
て
、
川
洋
t
抗
yr
一
の
臨
入
Lm、
安
保
川
判
事
会
以
一
一
一
附
、
条
約
、
旗
回
UA
し
＼
は
船

去
の
日
立
H
P

え
は
海
戦
法
川
崎
十
円
拾
晋
支
持
を
含
む
父
誌
冨
の
権
利
い

。
二
百
一
一
五
2
3
3一
）
行
使
告
別
市
治
仁
外
り
九
十
ι
9
る
。
こ
れ
り

の
作
枇
行
使
レ
し
て
の
時
給
に
つ
い
て
ポ
ド
は
、

そ
の
法
的
不
盤
は
い
i

連
憲
章
第
η

条
で
川
政
認
さ
れ
て
い
る

ラ
）
、
ノ
、

U
J
J
J
1
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綱
引
的
及
び
集
は
的
F

」
衛
権
で
あ
り
、
こ
の
老
J
B
Y
L

方
は
広
く
一
殺
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
士
長
す
る
に
五
際
に
荒
川
出
は
、

n
u
h
】

【

M
Iり
の
明
治
に
あ
た
り
、
ア
ル
・
カ
イ
ダ
の
子
〆
ベ
が
一
川
氏
桁
｝
た
船
舶
が
パ
キ
ス
タ
ン
を
引
返
し
て
必
ア
ブ
1
ノL
U
を
口
口
市
1
二
、
抗

で戸、、
問

斗ベトド権「
f
伸
一
の
一
四
県
？
〆
一
〕
て
、
斗
川
川
パ
ド
ド
対
す
る
さ
泊
ナ
山
正
の
脅
域
を
も
た
ら
ず
一
フ
U
リ
ス
ト

の
移
設
を
珂
j
l
に
お
い
と

m
Hす
る
惟
刊
を
右
す
る
と
刈
析

L
v
t
い

行
中
と
円
作
法
怜
祁
キ
一
入
手

J
人
際
に
、

こ
の
米
間
の
ふ
下
怯
と
の
判
辿
と
は
、
凶
述
安
保
剤
事
会
が
、

ノ
一
プ
J

e

ノ
ラ
ク
ム
叫
ん
下
期
間
中
い
採
抗
ス
れ
た
役
一
歳
五
五

公
海
航

h
の
え
村
山
手
一
確
認
し
つ
つ

交
戦
国
が
一
村
術
品
併
を

一ぉコ、戸－、

L
1
3
L
｛一

恨
犯
と
し
て
川
枚
以
火
び
f
t
J
m
走
行
、
つ
権
利
日
う
い

C
は
山
川
市
川
に
台
定

L
な
か
っ
た
こ
と
が
怨
起
え
れ

こ
れ
は

況
に
九
人
〈
パ
〉

年
代
に
お
い
て
、

先
に
桁
介
し
七
長
ド
と
川
川
椋
γ
一
安
保
川
町
南
ド
ム
ー
も
ま
た
交
戦
い
が
z川
尚
維
を
松
拠
と

L
Lた
掠
接
続
を
行
使
し
侍
る
可
読

件
が
あ
る
と
L
う
U
N
M

刊
一
一
ヰ
自

l
て
い
た
ご
ー
の
汗
左

ノて

L
亡、
i

父
戦
巨
の
他
利
行
使
よ

L
て
の
白
川
似
の
法
的
業
幣
は
f

い
街
梓

で
あ
る
と
オ
る
九
の
半
出
の
、
し
正
取
ろ
ソ
ゐ
一
胞
に
人
れ
る
と
、
今
川
で
は
、
掠
佐
江
修
行
伎
の
川
い
的
主
憾
の
伝
対
的
海
戦
ι
い
刻
か
ム
白
山
市
権
ヘ

の
移
行
が
邑
匙
持
し
て
い
る
こ
と
が
ろ
か
が
、
え
る

持
J
J
U

〆
ベ
ル
で
は
、
マ
ブ
刀
ニ
ス
夕
、
／
怯
域
（
地
ヒ
一
に
お
け
る
J
P
A
l示
約
百
山
プ
作
戦
は
国
連
志
尚
治
五
一

れ
て
い
る
個

別
的
成
ぴ
長
凶
的

μ術
作
に
訳
悔
す
る
も
の
と
あ
り
、
武
力
紛
争
法
に
よ
リ
作
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
）
の

τー
伝
が
存

ι
1
P
Q
C
こ
の

一
て
つ
与
土
張
を
畏
閉
す
る
論
者
は
、
巾
！
に

hnけ
る
一
卓
？
川
判
戦
た
る

O
E
一y

M
I
o
r
つ
い
て
も
、
少
な
く
と
も
対
ブ
フ
ガ
一
一
ス
タ

ン
バ
ハ
ベ
行
情
俳
絞
州
刑
問
中
は
、

ア
フ
ガ
一
ス
夕
、
／
領
域
に
お
け
る
米
主
の
市
事
作
戦
河
枝
、
ぞ
れ
は
匂
則
的
及
び
挨
明
的
の
斗
何
権
行

使
い
ふ
ブ
却
行
J

認
で
あ
り
、
ま
た
、
木
行
訪
は
同
門
限
均
武
力
紛

P
状
能
を
前
提
と
す
る
こ
と
か

武
力
紛
争
法
が
通
川
さ
れ
る
も
の
と

一
」
れ
ら
の
論
者
の
立
門
勿
に
げ
つ
と
、
米
英
の
対
7
7
ガ
一
ス
夕
、
／

て
い
た
は
問
中

－Y
ロ
調
達
物
資
川
寸
を

輸
送
し
て
い
ゐ
船
舶
が
プ
ル
脅
カ

rJ
ダ
の
テ
ロ
遂
行
と
の
十
分
な
連
刈
性
を
有
す
る
1
y
i

正
け
Y

お
れ
た
場
九
円
に
は
、
中
」
訟
恥
舵
は
武
力
紛

争
吋
に
お
い
て
弐
ワ
紛
争

U
T
E
り
較
下
遂
／
れ
努
力
の
七
め
に
（
弐
H
一、
7

岡
山
山
市
、
計
十
R
A
寺
の
物
資
を
輸
送
し
て
い
る
第
＝
巨
知
舵
と
同
様
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の
止
問
崎
に
置
か
れ
る
こ
宅
、
え
る
こ
と
は
、
不
可
花
で
は
な
L

そ
の
し
い
桔
来
、
ア
ブ
方
ニ
ス
ヶ
ン
タ
リ
バ
ン
政
権
よ
吹
い
は
ア
パ
。
刀
イ

ダ
ヘ
仕
向
け
い
ら
れ
た
一
フ
円
河
達
物
資
改
び
一
T

円
J

リ
ス
ト
を
崎
F

止
す
る
船
舶
＼
の
臨
り
院
は
、
ピ
九
主
に
は

d
d疋
さ
れ
な
い
｝
｝
〆
？
こ
毛
る

な
お
、
木

〆

F
J
戸
叫
）

に
お
い
て
は
、
と
し
て
本
上
防
衛

τt 
ii 
f、-ト
円
】 e

'< ,, 

の
鎖
反
か
ら

ア
ル
‘
L
m
M

イ
ー
タ
の
桁

導
者
と
あ
る
1

い
サ
マ
‘
J

一
ン
・
ラ
デ
，
ン
は
多
数
力
船
舶
会
所
七
L
t
い
る
こ
こ
か
ら
、
そ
れ
ら
の
船
舶
が
一
y
口
J
ス
ト
吃
ぴ
一
フ
口
調

達
物
資
の
輪
山
店
て
い
し
枕
清
匂
さ
れ
る

船
舶
の
一
川
L
叫
す
が
本

M
M
U時
事
た

J
ミ

J

h

l

J

I
卜
ょ
っ
L
N

！
し
れ
ず
d
i一
川
ム
レ
三

ベ
E
」
と
の

子
口
を
実
行
｜
一
た
ア
ル
・
カ
r
L
γ

の
抱
一
守
告
で
あ
る
ウ
庁
マ
’

f
〆
・
ラ
デ
メ
ン
で
あ
る
2
い
う
事
実
の
み
で
は
、
旗

E
＋
f

認
の
排
除

下
山
間
を
構
向
じ
拝
な
い
他
方
で
、

ア
ワ
ガ
ニ
ス
タ
ン
海
平
院
耐
性
皮
つ
川
h
い
を
氏
戸
台
寸
ゐ
十
付
加
は
山
首
証
で
め
る
こ
と
か
ら
、
仮
に
y

ル

カ

J

ャ
の
一
ナ
口
リ
ス
が
υ
4

げ
に
所
在

L
む
と

L
て
も
、

そ
れ
ら
の
苫
は
公
海
i

一
か
治

一
同
領
山
内
の
い
ず
れ
か
の

ニ
じ
刊
一
一
十

j
t
P
1
 

ノfヰ連什壮If乍政：＇，！：：＇君。））市助と｜川目，，，丈〔

す
之
第
一
一
川
市
組
内
に
小
↓
足
す
ノ
ゴ
ー
と
な
り
、
ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
夕
、
〆
信
域
内
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